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抄　録
目的　子ども虐待の一種である乳幼児揺さぶられ症候群（SBS/AHT）に関する研究の動向を可視化する．
方法　2009年～2018年の10年間に発表された原著論文のうち，「乳幼児揺さぶられ症候群」をキーワード
にして検索し，33件を研究対象とした．対象論文の抄録をデータとし，テキストマイニングを用いて頻出
語の抽出，多次元尺度構成法およびクラスター分析を行った．
結果　「脳の損傷」「検査」など27語が頻出語として抽出され，「虐待予防」の頻出回数は少なかった．また，
多次元尺度構成法およびクラスター分析では「虐待」と「揺さぶり」が近く，「揺さぶり」と「父親」に
類似性がみられた．
考察　SBS/AHT に関する研究の内容では，症例対照研究が多く病態や具体的な診断方法が多かった．
SBS/AHT の対策への課題として，予防に関する研究が少ないことが考えられた．今後は「揺さぶり」へ
の類似性がみられた父親も対象に含め，SBS/AHT による虐待予防研究を推進していくことが必要である．
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Ⅰ．緒　言
　近年，我が国における子ども虐待の件数は年々
増加の一途を辿っており，特に死亡率の高い乳幼
児揺さぶられ症候群（Shaken Baby Syndrome，
以下 SBS）への予防対策は喫緊の課題である．
SBS は1974年 に 小 児 放 射 線 科 医 の Caffey が
“Whiplash Shaken Infant Syndrome”として報
告し，広く知られるようになった子ども虐待の一
種である．SBS は子どもに激しいゆさぶりを加
えることで，頭頸部が強く揺さぶられ，SBS の
三徴候である硬膜下血腫やくも膜下出血，眼底出
血を生じ，死亡率は15～38% と言われている．近
年，SBS は最も包含的で最適な用語とされる「虐
待による乳幼児頭部外傷（AHT：Abusive Head 
Trauma in Infants and Children）」が用いられる
ようになりつつある（以下，SBS は SBS/AHT
とする）．
　厚生労働省（2018）は子ども虐待による死亡事
例などの検証結果等について（以下，第14次報告），
虐待死の原因で最も多い頭部外傷のうち62.5％に
SBS/AHT またはその疑いがあったと報告してい
る．加えて，関ら（2012）によると，SBS/AHT
は脳実質障害を伴うため死亡率が高いだけでな
く，受傷時期が生後 4 か月以下であると，約 6 割
がその後の発達や知能指数に影響するといわれて
おり，子どもへの影響が大きいことからも，子ど
も虐待を予防していく上で SBS/AHT への対策
は非常に重要である．
　また，子ども虐待対応の手引き（厚生労働省，
2007）によると，子ども虐待は様々な要素が絡み
合って起こるものであることから，単独の機関だ
けで対応できるものではないとしている．よって，
SBS/AHT を含む子ども虐待対応は，児童虐待の
防止等に関する法律にて虐待通告が義務付けられ
ている医師や保健師をはじめ，多職種，多機関で
の連携の元に行われている．SBS/AHT の研究に
おいても，様々な機関で多数取り組まれているも
のの，SBS/AHT の研究の動向や特徴について明
らかにされたものはない．これまでの SBS/AHT
の研究の動向や内容を分析することで，SBS/
AHT 対策への現在の課題を明らかにすることに
もつながると考える．そこで，本研究では SBS/
AHT に関する研究の動向を可視化することを目
的とする．
Ⅱ．用語の操作的定義
　SBS/AHT：日本小児科学会の乳幼児の虐待に
よる頭部外傷（AHT：Abusive Head Trauma）
に関する共同合意声明から「乳幼児揺さぶられ症
候群の概念を含んだ，乳幼児の虐待による頸部外
傷」と定義する．また，シソーラス語で登録され
ている「揺さぶられっ子症候群」も同義とする．
Ⅲ．研究方法
1．研究デザイン
　テキストマイニングを用いた包括的文献検索と
した．
2 ．分析対象論文
　分析の対象は2009年～2018年の10年間に発表さ
れた文献とした．研究論文の検索エンジンは電子
データベース医学中央雑誌 web 版 ver. 5 を用い，
「乳幼児揺さぶられ症候群」をキーワードにして
検索を行った（検索日：2019年 8 月28日）．研究
論文の検索は原著論文を条件としたところ，39件
の文献が検索された．さらに，論文の題名，抄録
および本文を精読し，SBS/AHT に言及していな
い論文 3 件，SBS/AHT の症例でない論文 2 件，
SBS/AHT と他の症例が混同している論文 1 件を
除外し，33件を研究対象とした．
3 ．データ分析方法
　分析対象論文の抄録をデータとし，テキストマ
イニングによる分析を行った．テキストマイニン
グとは，テキストデータを単語等の単位に分解し，
これらの関係を距離や出現頻度等として定量的に
分析することである．本研究ではテキストデータ
が取得可能な抄録を対象とした．はじめに対象文
献を Excel TTM β version（ver. 0.05）を用い
て形態素解析を行い，抽出された語から表記は異
なるものの同様の意味を持つ単語を同義語に設定
した．さらに，HAD（ver. 16.10）を用いて，頻
出語の抽出，多次元尺度構成法およびクラスター
分析を行った．なお，これらの分析過程では，抄
録だけでなく対象文献の本論文についても熟読し
て対象論文の全体像を理解し，抄録の内容が本論
文と一致することを確認した上で行った．
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Ⅳ．結　果
1．対象文献数の年次推移と掲載雑誌の分類
　対象論文を年代別にみると，2011年が 6 件と最
も多く，次いで2009年，2010年，2012年がそれぞ
れ 5 件，2018年が 4 件，2013年が 3 件，2017年が
2 件，2014年，2015年，2016年がそれぞれ 1 件で
あった．さらに，対象文献の分野傾向をみるため
に掲載雑誌の分類を確認した結果，医学が10件と
最も多く，次いで小児科学 8 件，眼科学 6 件，看
護学 5 件，法律学 2 件，放射線医学 1 件，脳神経
外科学 1 件であった．なお，虐待事象の発生に対
する見解では医学的な視点だけでなく，法律的な
視点も必要であることから，法律学 2 件を対象文
献に含めている．
2 ．対象抄録の頻出語抽出
　対象論文の抄録から1,930語が抽出され，そこ
から出現回数10回以上の言語を頻出語とした（表
1 ）．以下，頻出語を「　」で示す．頻出語には
27語が抽出され，出現回数が多い語順に「脳」87
件，「脳の損傷」84件，「子ども」83件，「症例研究」
79件，「検査」63件であった．なお，「脳の損傷」
には SBS によって生じる硬膜下血腫やくも膜下
出血等が，「眼の損傷」には網膜出血や眼底出血
等が，「検査」には脳や眼の損傷を診断するため
の検査方法である CT や MRI，眼底撮影などを
同義語に設定している．
3 ．多次元尺度構成法の結果
　頻出語同士の関連性を表すために，多次元尺度
構成法を用いて分析を行った（図 1 ）．多次元尺
 
 
 
図 1 多次元尺度構成法の結果   図 1　多次元 法の結果
 
 
  
表1　論文抄録の頻出語
抽出語 抽出語 抽出語 抽出語
脳 87 眼 36 重症度 20 支援機関 14
脳の損傷 84 年齢 34 医療 20 診断 14
子ども 83 医療機関 30 泣く 18 父親 12
症例研究 79 眼の損傷 29 痙攣 17 医師 11
検査 63 家族 27 出血 15 事故 11
SBS/AHT 48 揺さぶり 25 虐待予防 15 後遺症 11
虐待 47 母親 23 支援制度 14
出現回数 出現回数 出現回数 出現回数
表 1 録の頻出語
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度構成法では関連が近い項目が近くに配置されて
おり，「SBS/AHT」に最も近い頻出語は「症例
研究」，「揺さぶり」に最も近い頻出語は「父親」
であった．
4 ．対象抄録の階層別クラスター分類の結果
　対象抄録から頻出語27語によるクラスター分析
を行ったところ，単語間の類似性から 5 つのクラ
スターに分類された（図 2 ）．クラスター 1 には
「脳」「脳の損傷」「子ども」「症例研究」「検査」「SBS/
AHT」「眼の損傷」の 7 つの頻出語が抽出され，
主に脳の損傷に関する症例についての研究内容が
示された．クラスター 2 には「眼」「出血」「診断」
「医師」の 4 つの頻出語が抽出され，主に眼科に
かかる診断方法に関する研究内容が示された．ク
ラスター 3 には「医療機関」「揺さぶり」「父親」「事
故」「後遺症」の 5 つの頻出語が抽出され，父親
からの揺さぶりや事故から医療機関の関わりにつ
いての研究内容が示された．クラスター 4 には「重
症度」「医療」「痙攣」「支援制度」「支援機関」の
5 つの頻出語が抽出され，重症児に対する医療行
為や児童相談所等の支援機関による関わりについ
ての研究内容が抽出された．クラスター 5 には「虐
待」「年齢」「家族」「母親」「泣く」「虐待予防」
の 5 つの頻出語が抽出され，主に母親や家族に対
する子どもの泣きに対する虐待予防に関連した研
究内容が抽出された．
Ⅴ．考　察
1．文献からみたSBS/AHTの研究の動向
　SBS/AHT に関する研究数の推移をみると2011
年をピークに減少傾向にあったが，2017年以降，
増加傾向に転じている．また，SBS/AHT に関す
る研究の掲載雑誌の分類をみると，医学や小児科
学，眼科学が多数を占めていた．医学や小児科学
系論文では SBS/AHT にかかる診断について，
眼科学系論文では SBS/AHT による眼底出血の
撮影方法についての論文が多く，その結果 SBS/
AHT の診断等に関する症例研究が多くなったと
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図 2　対象抄録のクラスター分析結果
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考える．これには2016年のスウェーデン医療技術・
医療福祉評価局が SBS/AHT の診断に疑義的な
報告をする等，SBS/AHT の診断に対する議論が
影響していると考えられるため，今後も我が国が
認識している SBS/AHT の診断や定義について，
国際的な情勢を踏まえた動向を注視していく必要
がある．
2 ．SBS/AHT の研究内容
　対象論文の多くが SBS/AHT の症例研究であっ
たことから，多次元尺度構成法においても「SBS/
AHT」と「症例研究」の 2 語間の距離が近く，
関連がみられた．症例研究の内容として，クラス
ター 1 の「脳」「脳の損傷」「眼の損傷」など
SBS/AHT の受傷による病態を表す語や，クラス
ター 2 の「眼」「診断」など具体的な診断方法に
関わる語，クラスター 4 の「重症度」「医療」な
ど重症児に対する医療行為を表す語が多く抽出さ
れたといえる．
　また，「揺さぶり」と「父親」が多次元尺度構
成法にて近い距離にあり， 2 語ともクラスター 3
に分類されたことから，この 2 つの頻出語には関
連がみられた．このことは厚生労働省の第14次報
告においても SBS/AHT の加害者に男性が多い
ことと同様の傾向を示したといえる．一方で，「事
故」もクラスター 3 に含まれている．Imataka et 
al.（2009）は転落など故意な揺さぶり行為がなく
ても SBS/AHT が生じた事例を報告しており，
SBS/AHT は基本的に身体的虐待によって生じる
とされているが，今回の結果から事故も含めた予
防対策を検討する必要があると考える．
　さらに，「虐待予防」は多次元尺度構成法で他
の頻出語と離れた位置に存在していたものの，ク
ラスター分析では「家族」「母親」「泣く」等を含
むクラスター 5 に含まれており類似性がみられ
た．第14次報告では SBS/AHT の加害の動機に
ついて，子どもが泣き止まないことにいらだった
ためが最も多く占めている．SBS/AHT の背景に
は，乳児期の泣き止ませようとしても何をしても
泣き止まない特有の泣き行動があり，SBS/AHT
を誘引していると考えられている（藤原，2016）．
そのため，SBS/AHT の予防に関する文献 3 件す
べてで子どもの泣きへの対処を中心とした予防プ
ログラムが実施されており，「虐待予防」と関連
したと考える．しかし，SBS/AHT は子どもの泣
きを引き金に生じるが，泣きのみに原因があるわ
けではなく，保護者，子ども，生活環境，援助家
庭におけるリスク要因が複合して生じる．元山
（2018）は SBS/AHT が起こる背景は多様であり，
泣くことで子どもを暴力的に扱うことは誰にでも
起こるのではないため，泣きだけに焦点を絞った
予防対策だけでは不十分であると述べている．効
果的な予防を行うためにも，加害の理由やその背
景が明らかとなっている症例を積み上げ，分析し
ていく必要があるといえる．
3 ．SBS/AHT の研究の動向や内容から明ら
かになった課題
　論文抄録の頻出語の上位に「脳」「脳の損傷」「症
例研究」「検査」といった SBS/AHT が疑われた
際の診断等に関する内容が多くを占めた．一方で，
「虐待予防」の出現回数は頻出語の19番目であり，
SBS/AHT の発生予防に関連した研究は少なかっ
た．これは対象論文のうち医学系論文では症例研
究のような虐待の現象を捉えたものが多く，看護
学系論文では虐待の発生予防についての内容が多
かったが，本研究の対象文献に看護学系論文が少
なかったため，結果として発生予防に関連した研
究が少なくなったと考える．2016年に施行された
改正母子保健法において母子保健事業を通じた児
童虐待の発生予防が明確化されたことで，地域の
看護職が虐待予防に果たす役割はますます大きく
なっている．今後は SBS/AHT による子ども虐
待の予防に対する研究を推進していく必要性があ
る．
　また，「父親」については「揺さぶり」と類似
性がみられた一方で，「虐待予防」にはみられな
かった．対象論文のうち，虐待予防は主に母親を
対象にしていたことが影響しているといえる．し
かしながら，厚生労働省の第14次報告にあるよう
に，SBS/AHT の主たる加害者に男性が多いこと
から父親も対象に含めた虐待予防が望まれる．た
だ，原沢ら（2016）の研究で，父親は自身を補助
的な育児の担い手であるという認識を持ち，
SBS/AHT について他事的な捉え方であると報告
している．そのことから，虐待予防の対象者に父
親を含め，父親自身も SBS/AHT について自ら
考え，発生を予防できるような対策の視点が必要
と考える．
　なお，本研究において SBS/AHT の研究の動
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向と内容についてテキストマイニングの手法によ
り試みたが，分析対象を抄録としているため，分
析には限界がある．今後は，本研究の内容分析と
質的な文献レビューとの比較をすることで，本研
究結果との有用性を検証する必要があるといえ
る．
Ⅵ．結　論
　SBS/AHT に関する研究の動向として，2011年
をピークに減少傾向にあったが2017年以降，増加
傾向に転じていることがわかった．研究内容では，
症例研究が多く病態や具体的な診断方法に関する
ことが多数みられた．また，虐待予防と泣きとの
関連がみられた．
　SBS/AHT の対策への課題として，予防に関す
る研究が少ないことが考えられた．今後は「揺さ
ぶり」への類似性がみられた父親も対象に含め，
SBS/AHT による虐待予防研究を推進していくこ
とが必要である．
付　記
　本研究は JSPS 科研費19K19720の助成を受けて
実施しました．なお，本研究における利益相反は
存在しません．
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